
佐
賀
県
西
部
、

谷
あ
い
の
小
さ
な
町
、
有
田
は

四
百
年
余
の
歴
史
を
も
つ

有
田
焼
の
故
郷
、

日
本
磁
器
の
発
祥
の
地
。

「
有
田
千
軒
」
の
町
並
み
に
は

い
ま
な
お
煙
突
が
立
ち
並
び
、

裏
通
り
で
は
ト
ン
バ
イ
塀
が

ひ
っ
そ
り
と
昔
日
を
し
の
ぶ
。
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厚
手
の
白
磁
に
青
の
染
付
だ
け
の
、
素
朴
な

初
期
伊
万
里
（
写
真
右
上
）。
色
形
に
異
国
情

緒
漂
う
輸
出
伊
万
里
（
左
上
）。
規
則
的
な
模

様
に
品
格
の
あ
る
鍋
島
（
右
下
）。
鮮
や
か
な

朱
赤
が
印
象
的
な
柿
右
衛
門
（
左
下
）。
こ
れ

ら
の
様
式
で
知
ら
れ
る
「
有
田
焼
」
と
は
、
佐

賀
県
有
田
町
と
そ
の
周
辺
で
焼
か
れ
た
磁
器
の

こ
と
。
製
造
が
始
ま
っ
た
１
６
１
０
年
代
当
時

は
、
伊
万
里
港
か
ら
運
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
消

費
地
で
「
伊
万
里
焼
」
の
名
が
つ
く
。
美
術
品
・

骨
董
品
的
価
値
の
あ
る
も
の
は
現
在
、「
古
伊

万
里
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
多
く
は
国
内
に
流
通

し
た
が
、
１
６
５
０
年
代
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
連

合
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
海
外
輸
出
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
。

  

「
鍋
島
」
は
、
佐
賀
藩
鍋
島
家
が
徳
川
将
軍
家

へ
の
献
上
品
や
各
地
の
大
名
へ
の
贈
答
品
に
用

い
た
様
式
。
佐
賀
藩
直
営
の
御
用
窯
で
、
厳
し

い
管
理
の
下
に
製
造
さ
れ
た
。
色
鍋
島
、
藍
鍋

島
、
鍋
島
青
磁
な
ど
の
技
法
が
あ
り
、
洗
練
さ

れ
た
図
案
、
深
み
の
あ
る
色
合
い
に
気
品
が
あ

る
。

　

色
絵
付
が
始
ま
っ
た
の
は
、
１
６
４
０
年
代
。

初
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
が
中
国
の
技
法
を
習

い
、
苦
心
の
末
、
色
絵
付
の
技
術
を
創
始
し
た
。

そ
の
後
、
乳
白
色
の
素
地
の
余
白
を
生
か
し
な

が
ら
彩
色
を
ほ
ど
こ
す
、「
柿
右
衛
門
」
様
式

が
誕
生
し
た
。
70
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て

流
行
し
、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
セ
ン
や
、
日
本
に
絵

付
を
伝
え
た
中
国
の
景
徳
鎮
に
ま
で
、
影
響
を

与
え
た
と
い
う
。

　

元
禄
時
代
（
１
６
８
８
年
～
１
７
０
４
年
）、

絵
付
は
さ
ら
に
鮮
や
か
に
な
り
、
金
を
焼
き
付

け
た
「
金き

ん

襴ら
ん

手で

」
様
式
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
魅
了
。

各
国
の
宮
殿
を
豪
華
に
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
洋
に
生
ま
れ

西
洋
を
魅
了
し
た
有
田
焼

染付吹墨月兎文皿（そめつけふきずみつきうさぎもんさら）（肥前・有田 1630～1640年代／柴田夫妻コレクション 佐賀県立九州陶磁文化館所蔵）（右上）
色絵唐花文変形皿（いろえからはなもんへんけいさら）（肥前・鍋島藩窯  1660～1680年代／佐賀県立九州陶磁文化館所蔵）（右下）
色絵花盆文八角大壺（いろえかぼんもんはっかくおおつぼ）（肥前・有田 1690～1730年代／蒲原コレクション 有田町所蔵）（左上）
色絵花鳥文皿（いろえかちょうもんさら）（柿右衛門様式　肥前・有田・南川原山 1670～1690年代／佐賀県立九州陶磁文化館所蔵）（左下）

伊
万
里
、
柿
右
衛
門
、

鍋
島
と
、
多
彩
な
様
式
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有
田
焼
の
始
ま
り
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵

攻
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
慶
長
３（
１
５
９
８
）

年
、
佐
賀
藩
の
藩
祖
、
鍋
島
直
茂
は
、
秀
吉
の

死
に
よ
っ
て
朝
鮮
か
ら
撤
退
す
る
際
、
現
地

の
陶
工
た
ち
を
連
れ
帰
っ
て
製
陶
を
行
わ
せ

た
。
陶
工
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ

た
金か

な

ヶが

江え

三さ
ん

兵べ

衞え

（
通
称
、
李り

参さ
ん

平ぺ
い

）
は
、
藩

内
各
地
で
磁
器
の
原
料
を
探
し
続
け
、

1
6
0
0
年
初
頭
有
田
に
入
り
、
泉

い
ず
み

山や
ま

で
良

質
で
豊
富
な
陶
石
を
発
見
。
白
く
硬
い
陶
石

か
ら
、
有
田
焼
の
特
徴
で
あ
る
滑
ら
か
な
白

磁
が
誕
生
し
た
。

　

以
降
、
有
田
焼
は
、
佐
賀
藩
の
財
政
を
支

え
る
一
大
産
業
と
な
り
、
日
本
を
代
表
す
る

伝
統
工
芸
品
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
朝
鮮
か
ら
や
っ
て
き
た

陶
工
た
ち
の
お
か
げ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

有
田
町
大
樽
に
あ
る
、明
暦
２
（
１
６
５
６
）

年
ご
ろ
の
創
建
と
伝
わ
る
陶す

え

山や
ま

神
社
（
と
う

ざ
ん
と
も
読
む
）
に
は
、大
正
６
（
１
９
１
７
）

年
、
有
田
焼
創
業
３
０
０
年
を
記
念
し
て
、
相

殿
神
と
し
て
鍋
島
直
茂
公
を
合
祀
、「
陶
祖
李

参
平
の
碑
」
が
奉
ら
れ
た
。
ま
た
、
３
５
０

周
年
に
は
、
李
参
平
が
陶
石
を
発
見
し
た
泉

い
ず
み

山や
ま

磁じ

石せ
き

場ば

近
く
に
、
陶
工
た
ち
に
感
謝
の
意

を
込
め
、
ト
ン
バ
イ
塀
を
使
っ
た
「
先
人
陶

工
の
碑
」
を
建
立
。
登
り
窯
の
内
壁
に
用
い

た
ト
ン
バ
イ
（
レ
ン
ガ
）
の
一
つ
一
つ
が
、
先

人
た
ち
の
汗
と
苦
労
を
語
る
。

李参平が磁器の原料
となる陶石を発見し
た「泉山磁石場」（国指
定史跡）（上）。有田町
には窯元の煙突がそ
こここに立ち、やきも
のの町らしい風情が
ある（下）。

「陶山神社」。鳥居や狛犬、灯籠など、境内には名工たちによる磁器製の作品が奉納され、まるで磁器美術館。御朱印帳も磁器製で、神職が手作業で
奉製するという。

陶
祖
、
李
参
平
に
よ
る

日
本
磁
器
の
誕
生
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肥前をはじめ、九州各地の陶磁器や現代陶芸作家の
作品を収集・展示する、やきものの美術館。江戸時
代に海外輸出した古伊万里を堪能できる「蒲原コレク
ション」（有田町所蔵）、江戸時代の有田焼を集めた「柴
田夫妻コレクション」、そして人間国宝や現代作家に
よる作品を紹介し、九州の陶磁文化を余すことなく
披露する。「有田焼からくりオルゴール時計」が30分
ごとに音楽で時を告げ、「カフェテラス」では、古伊
万里の器で飲み物や軽食を楽しむこともできる。

THE KYUSHU CERAMIC MUSEUM
佐賀県立九州陶磁文化館

蘂0955-43-3681　佐賀県西松浦郡有田町戸杓乙3100-1　https://saga-museum.jp/ceramic/ 
開館時間／9時～17時　休館日／月曜（祝日、振替休日の場合は翌日）、年末年始（12/29～1/3）　入館料／無料
※2022年2/1㈫～3/31㈭は館内工事のため休館。その他、臨時休館、追加イベント日など詳細はHPで確認を

世界的な陶磁コレクションを誇る 佐賀県立九州陶磁文化館

4/29㈷～5/9㈰ 第117回 有田国際陶磁展
7/28㈬～8/9㈷ 第42回 九州新工芸展
8/21㈯～8/29㈰ 第20回 伊万里・有田焼伝統工芸士展
8/31㈫～9/5㈰ 第30回 陶千坊展
9/18㈯～9/26㈰ 第37回 有田陶交会展
10/8㈮～12/12㈰ 企画展「寄贈品名品選」（仮）

Schedule



四
百
年
の
歴
史
が

い
つ
も
身
近
を
彩
っ
て

　　

町
中
に
点
在
す
る
高
い
煙
突
が
示
す
よ
う

に
、
有
田
に
は
現
在
も
、
百
軒
以
上
の
窯
元

が
あ
り
、
４
０
０
年
余
の
伝
統
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
内
山
地
区
の
東
西
２
㎞

に
わ
た
る
町
並
み
に
は
、
19
世
紀
初
め
に
「
有

田
千
軒
」
と
も
呼
ば
れ
た
ほ
ど
の
、
磁
器
生

産
で
栄
え
た
名
残
り
が
あ
る
。
文
政
11

（
１
８
２
８
）
年
の
大
火
で
内
山
地
区
一
帯
は

焼
失
し
た
が
、
財
力
の
あ
る
豪
商
た
ち
の
力

で
、
み
ご
と
に
復
興
し
た
と
い
う
。
現
在
の

姿
は
、
こ
の
時
の
町
並
み
が
基
盤
に
な
っ
た

も
の
で
、
多
く
の
町
屋
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

鎖
国
が
解
け
た
明
治
時
代
に
は
、
洋
風
建

築
も
建
つ
よ
う
に
な
り
、
和
洋
が
融
合
し
た

独
特
の
町
並
み
が
生
ま
れ
た
。
ガ
ラ
ス
が
普

及
し
た
昭
和
時
代
に
は
、
町
屋
に
も
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
が
設
け
ら
れ
、
思
い
思
い
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の

有
田
焼
を
伝
え
る
小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

も
あ
る
。

　

有
田
焼
が
庶
民
の
手
に
届
く
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
19
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
が
、

い
ま
で
は
誰
も
が
、
観
賞
用
に
、
贈
答
品
に
、

ふ
だ
ん
使
い
に
と
気
軽
に
愛
好
で
き
る
。
伝

統
的
な
名
品
か
ら
、
初
期
伊
万
里
の
様
式
に

な
ら
っ
た
日
用
品
、
有
田
焼
の
風
情
を
残
し

な
が
ら
も
新
感
覚
の
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
な
ど
、

有
田
焼
の
世
界
は
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
強
化

磁
器
の
開
発
に
よ
っ
て
、
病
院
や
福
祉
施
設
、

学
校
給
食
の
食
器
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
や
き
も
の
の
手
ざ
わ
り
が
癒
し
を

も
た
ら
す
。

1991年、国の「重要伝統的建物群保存地区」に選定された有田内山の町並み。

多様になったライフスタイ
ルでも、身近な有田焼。

毎年ゴールデンウィークに開かれ
る「有田陶器市」。日本各地から100
万人を超えるファンが詰めかけ、海
外からの観光客も。※2021年は新
型コロナウイルスの感染状況によ
り、中止・変更の可能性もあり

名
品
も
ふ
だ
ん
使
い
も

日
々
の
暮
ら
し
に
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ツヴィンガー宮殿を再現し、幕末から明治にかけ
て輸出された有田焼を展示する「有田ポーセリン
パーク」。広大な敷地には、有田焼工房・登り窯・展
示館・飲食店・土産店も。※現在、コロナ禍におい
て、有田焼工房・土産店・観光酒蔵のみ営業。有田
焼展示室・飲食店は休業中　
蕁0955-41-0030　
佐賀県西松浦郡有田町戸矢乙340番地28

　

有
田
は
小
さ
い
町
な
が
ら
、
粒
ぞ
ろ
い
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
肥
前
を
は

じ
め
九
州
各
地
の
陶
磁
器
や
現
代
陶
芸
作
家
の

作
品
を
展
示
す
る
、
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化

館
。
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
の
有
田
焼
を
収

蔵
す
る
有
田
陶
磁
美
術
館
。
泉
山
磁
石
場
に
隣

接
す
る
有
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館
。
そ
の
ほ
か
、

窯
元
が
も
つ
古
陶
磁
の
資
料
館
や
製
磁
会
社
が

運
営
す
る
美
術
館
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
田
焼

に
つ
い
て
雄
弁
だ
。

　

有
田
焼
が
西
洋
を
魅
了
し
た
様
子
は
、「
有

田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク
」
に
見
て
と
れ
る
。
黒

髪
連
山
を
源
流
に
す
る
有
田
は
、
清
ら
か
な
水

に
恵
ま
れ
、
酒
造
が
多
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

こ
こ
は
“
酒
と
器
”
を
テ
ー
マ
に
し
、
ド
イ
ツ
、

ド
レ
ス
デ
ン
の
ツ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー
宮
殿
を
再
現
。

か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
有
田
焼
の
名
品

を
披
露
し
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
、
や
き
も
の

体
験
が
で
き
る
工
房
が
あ
り
、
有
田
焼
や
希
少

な
地
酒
を
売
る
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
。
酒

と
器
の
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

器
と
い
え
ば
、
料
理
。
町
内
の
寿
司
店
、
日

本
料
理
店
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
洋
食
レ
ス

ト
ラ
ン
の
４
店
舗
で
は
、「
有
田
焼
五
膳
」
と

し
て
、
五
つ
の
器
に
五
つ
の
料
理
法
の
鶏
肉
料

理
で
も
て
な
す
。
そ
し
て
、
駅
弁
も
有
田
焼
の

器
を
使
っ
た
「
有
田
焼
カ
レ
ー
」。
お
菓
子
も

有
田
焼
に
こ
だ
わ
っ
て
、
プ
リ
ン
や
ク
ッ
キ
ー

が
有
田
焼
の
器
に
入
っ
た
り
、
絵
付
の
よ
う
な

ア
イ
シ
ン
グ
を
ま
と
っ
た
り
…
…
。
有
田
を
訪

れ
た
ら
、
と
こ
と
ん
有
田
焼
に
は
ま
っ
て
し
ま

い
そ
う
だ
。

写
真
協
力
／
有
田
観
光
協
会
、佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
、有
田
ポ
ー
セ
リ

ン
パ
ー
ク

宮殿内の展示室。一番右は、明治時代にウィーン万博に出展され
た、高さ182ｍの大花瓶。※現在、休業中

有田ポーセリンパークの敷地内、手びねりやろくろ、
絵付けなどの陶芸体験ができる「有田焼工房」。

有田焼を用いた、駅弁「有田焼カ
レー」と「有田焼プリン」。有田ならで
はのぜいたくな趣向が、地元のみな
らず遠来の客をも喜ばせる。

見
学
、
体
験
、

使
っ
て
味
わ
う
楽
し
さ
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桐蔭学園トランジションセンター／桐蔭横浜大学 地域連携・生涯学習センター
蘂045-975-2100（担当：武田、信岡）    横浜市青葉区鉄町1614　
申し込み：https://www.toin-sgc.com　問い合わせ：transition@toin.ac.jp

効率的に学ぶ！大人のためのオンライン資格講座
同校センターでは、「パラレルキャリア」
「セカンドキャリア」に役立つ資格講座を、
Web講座（オンデマンド動画）と資格指導
のプロによる生講義（Zoom）のハイブリッ
ド型で開講。受講期間終了後も受験直前
までオンデマンド動画による学習が可能。

Information
● ＜4/23締切＞試験対策講座
・日商簿記3級  20,000円
・3級FP技能士 25,000円
・2級FP技能士 50,000円
・宅建士 75,000円
・行政書士 100,000円



今
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド

 

た
ん
ぱ
く
質

た
ん
ぱ
く
質
は
「
カ
ラ
ダ
の
素
」

Q
た
ん
ぱ
く
質
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
た
ん
ぱ
く
質
は
炭
水
化
物
（
ア

ル
コ
ー
ル
を
含
む
）、
脂
質
と

並
ぶ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
栄
養
素
」
の
一

つ
で
す
。
筋
肉
や
骨
、臓
器
、血
液
、皮
膚
、

髪
な
ど
体
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
酵
素

や
抗
体
、
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
材
料
と
し
て
、

さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
は
筋
肉

層
の
割
合
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
筋
肉
量

が
多
い
人
ほ
ど
体
内
の
た
ん
ぱ
く
質
の
量

も
多
い
と
い
え
ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
は
多
数
の
ア
ミ
ノ
酸
が
つ

な
が
っ
た
も
の
。
食
事
で
取
っ
た
た
ん
ぱ

く
質
は
い
っ
た
ん
体
内
で
ア
ミ
ノ
酸
に
分

解
さ
れ
、
数
や
配
列
を
変
え
て
再
合
成
し
、

そ
の
人
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
た
ん
ぱ

く
質
に
組
み
替
え
ら
れ
る
の
で
す
。

減
ら
さ
な
い
努
力
を

Q
取
る
と
き
に
気
を
付
け
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

A
現
代
の
日
本
人
の
た
ん
ぱ
く
質

摂
取
量
は
足
り
て
い
ま
す
が
、

偏
っ
た
食
べ
方
を
続
け
る
と
不
足
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
朝
は
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
、

昼
は
麺
類
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
。

不
足
す
る
と
抜
け
毛
や
割
れ
爪
な
ど
全
身

に
影
響
が
出
る
ほ
か
、
不
足
分
は
筋
肉
を

分
解
し
て
補
お
う
と
し
ま
す
。
最
近
は
糖

質
を
減
ら
そ
う
と
主
食
を
食
べ
な
い
人
も

多
い
の
で
は
。
足
り
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
筋

肉
を
分
解
し
て
作
ら
れ
ま
す
か
ら
、
た
ん

ぱ
く
質
不
足
は
筋
肉
の
減
少
に
つ
な
が
る

と
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
取
り
す
ぎ

は
腎
臓
に
負
担
が
か
か
る
場
合
も
。
多
く

取
る
と
い
う
よ
り
「
減
ら
さ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
ん
ぱ
く
質
の
上
手
な
取
り
方

Q
一
日
に
ど
の
く
ら
い
取
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
50
歳
以
上
の
男
性
で
65
ｇ
（
65
歳

以
上
は
60
ｇ
）、
女
性
は
50
ｇ
程

駒沢女子大学
人間健康学部 健康栄養学科教授　

西村一弘 先生

お話を伺ったのは…

PROFILE

管理栄養士の育成のほか、研究や講演、
病院の運営・顧問などを通して健康づく
りをサポート。
公益社団法人 日本栄養士会常任理事、　
東京都栄養士会会長

駒沢女子大学 HP：
https://www.komajo.ac.jp/uni/

度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
※
。
大
事
な
の
は
「
３

食
」
食
べ
る
こ
と
。
量
だ
け
で
な
く
質
も
重

要
で
す
。
た
ん
ぱ
く
質
に
は
肉
・
魚
な
ど
の

動
物
性
と
穀
物
・
大
豆
・
野
菜
・
果
物
な
ど

の
植
物
性
が
あ
り
ま
す
。
体
を
つ
く
る
30
種

類
以
上
の
ア
ミ
ノ
酸
の
う
ち
８
種
類
は
体
内

で
合
成
で
き
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
で
、
食
品

か
ら
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
む
の
が
肉
、
魚
、
卵
、

大
豆
製
品
、
乳
類
の
５
食
品
群
で
す
。
毎
食
、

主
菜
に
肉
か
魚
（
も
し
く
は
卵
や
豆
腐
・
納

豆
な
ど
）、
牛
乳
１
杯
程
度
を
飲
め
ば
不
足

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
必
ず
主

食
を
。
肉
１
枚
（
薄
切
り
な
ら
３
枚
程
度
）、

魚
１
切
れ
な
ど
は
片
方
の
手
の
ひ
ら
の
大
き

さ
を
目
安
に
。
筋
肉
を
つ
く
る
ア
ミ
ノ
酸
は

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
に
多
い
で
す
が
、
脂
質

も
多
く
な
る
の
で
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
と
組

み
合
わ
せ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

た
ん
ぱ
く
質
を
取
っ
て
も
動
か
な
け
れ
ば

筋
肉
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
大
事
で
す
。
行
動
が
制
限
さ
れ
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
食
生
活
を
見
直
し
て
心
身
の
健

康
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
厚
生
労
働
省
『
２
０
２
０
年
版
日
本
人
の
食
事
摂
取

基
準
』

身近な食品に含まれるたんぱく質量（100g あたり）

鶏ささ身 23.0g
牛ヒレ肉 21.3g

マグロ（赤身）26.4g
鮭 22.3g

  （全卵・ゆで）
  12.9g

納豆 16.5g
豆腐（木綿）7.0g

牛乳 3.3g
ヨーグルト（全脂無糖）
3.6g

ご飯（白米）3.5g
食パン 8.9g

新連載

肉類
豆類

卵

乳製品

ご飯、パン魚類

※文部科学省・食品成分データベースより

一番の財産は だ健 康

なにはともあれ
「健康」

自分の健康に自信はあるだろうか。美味しいものを味わうにも、
旅を楽しむにも、まずは元気な体がないと始まらない。

今号から、「人生まだまだこれから！」のリッシュ世代に合った
健康に関する気になるトピックをキーワードとともに取り上げていく。　

日々の生活に取り入れ、健康な体を手に入れよう。

取
り
す
ぎ
な
い
、減
ら
さ
な
い

リ
ッ
シ
ュ
世
代
の「
た
ん
ぱ
く
質
」

健
康
な
体
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が

適
切
な
栄
養
を
取
る
こ
と
。

そ
の
中
で
も
今
回
は
、「
た
ん
ぱ
く
質
」
に
注
目
し
、

そ
の
働
き
や
取
り
方
の
コ
ツ
を
専
門
家
に
伺
っ
た
。
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株式会社カジノヤ   蘂0120-457700 
川崎市麻生区岡上488-1　受付時間／平日9時～17時　https://www.kajinoya.co.jp/

良質なたんぱく質を伝統食「納豆」で
創業75年を迎える麻生区の納豆メー
カー。独自製法の納豆はふっくらと
甘みのある昔ながらの味わい。「北
海道小粒納豆」は、納豆では世界初
のモンドセレクション優秀品質金賞
受賞。納豆が苦手な方に好評な「し
そのり納豆」や調理食材に便利な
「ひきわり納豆」なども。オンライン
ストア「豆の蔵」でも購入可。

● 北海道小粒納豆（写真） 45g×3パック180円
● しそのり納豆 40ｇ×3パック170円
● ひきわり納豆 45ｇ×3パック158円
ほか多数取り揃え



お
話
を
伺
っ
た
の
は
…

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
、

加
圧
ト
レ
ー
ナ
ー 

　

新
津
勇
人
先
生

PROFILE

リッシュ世代のトレーナーになって4年。生徒
は平均40〜60歳の女性が多い。中には膝を治
したい83歳男性や、山に登る目的の70歳女性も。
ブログもチェック。
http://popfit.tokyo/category/diet/

足幅は肩幅より広めに開き、
胸を張っておしりをゆっくり上下する。

床にうつ伏せになり、
前に伸ばした肘を骨盤に向かって
真っすぐに引く。

床に仰向けになり、おしりの下に
手をいれ、足を持ち上げる。

おしりをしっかり後ろに突き出すこと。重心の
7割はかかとに、つま先と膝は同じ向きに。顎をあげない。引

いたら動作を一瞬
止める。つま先は
地面に付けたまま
行う。

顎は引いたまま、腰を反らな
いように気を付ける。膝を曲
げると負荷は軽くなる。

ポイント
ポイント

ポイント

ポイント

ポイント
おしりの穴をぐっとしめるイメージで、
手のひらは上向きに。膝が内側に
入らないように注意。

重心は前足のかかとに8割、後ろ足に
2割。膝とつま先の向きは一緒になる
ように。体を少し前傾させる。椅子の
背につかまって行っても。

椅子の背につかまっ
て行ってもOK。

上がるときに、かかと
で地面を押し込む。

足を前後に開きゆっくり上下する。

床に仰向けになり足は少し開き、
おしりをゆっくりと持ち上げ
3秒とめる。

「
筋
ト
レ
」に
年
齢
は
関
係
な
い
！

　

疲
れ
や
す
い
、
最
近
転
び
や
す
く
な
っ
た
と

い
っ
た
こ
と
が
増
え
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
筋

肉
が
減
っ
て
い
る
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

筋
肉
が
付
け
ば
代
謝
が
よ
く
な
り
、
冷
え
や

む
く
み
な
ど
の
症
状
が
軽
減
で
き
ま
す
。
リ
ッ

シ
ュ
世
代
が
鍛
え
る
べ
き
は
下
半
身
。
自
分
の

体
重
の
み（
自
重
）を
使
っ
た
筋
ト
レ
は
、
自
宅

で
気
軽
に
で
き
、
椅
子
や
壁
な
ど
を
利
用
し
て

負
荷
を
軽
減
す
る
な
ど
、
無
理
な
く
続
け
ら

れ
ま
す
。
筋
ト
レ
に
年
齢
は
関
係
な
い
と
心
得

て
、
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

筋
肉
は
付
き
ま
す
！

まず鍛えるべきは下半身！ 無理なく「続ける」ことが大切

スクワット 

＜もも前・もも裏・おしり＞
背中 

＜肩甲骨＞

腹筋
＜下腹部＞

下半身強化背中・腹部をスッキリと

ランジ 

＜おしり・内もも＞

ヒップリフト
＜おしり・もも裏＞

14

5
2

3

すべて10回×2〜3セット、
毎日やる必要はなく、週2、3回がベスト。
※痛みを感じたら無理をしないこと

トレーニングしている部位（　　　　部分）
を意識して行うことが大切。

朝や運動後30分〜1時間に
たんぱく質を取るのがおすすめ。Point❶ Point❷ Point❸

簡単！自重トレーニング
で筋力UP！

たんぱく質を取るとともに「筋トレ」を行うことで、
効率良く筋肉を付けよう。リッシュ世代に向けて

おすすめの「筋トレ」をパーソナルトレーナーに伺った。
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毎日愛用しているふとんの羽毛が飛び出し
てきた、ふくらみがなくなった、洗った事
がないので衛生面が気になるなどのお悩み
には、羽毛ふとんのリフォームがおすすめ。
同店では羽毛診断士が1枚ずつ丁寧に確認、
中の羽毛の状態をチェックしてリフォーム
する。リフォーム希望で、自宅へのふとん
受け取りサービスも。一つの物を大切に使
うことでサステナブルな暮らしを。

Menu
⃝ 羽毛ふとんのリフォーム 
 　※足し羽毛200g込
 　・通常コース 30,800円～
 　・ ロイヤルスターコース（ゴアテック

スの生地使用） 73,700円～
⃝ 羽毛ふとんの丸洗い 9,680円　

蘂044-965-3081 川崎市麻生区上
麻生1-4-1 新百合ヶ丘エルミロード4F 
賚10時〜20時 贊エルミロード休館日 
猾あり  http://www.sleepsquare.jp

西川寝具専門店 
S
ス リ ー プ

LEEP S
ス ク エ ア

QUARE 

羽毛ふとんリフォームで新品同様の寝心地に

新百
合ヶ
丘
至新
宿

横浜銀行

オーパ

エルミロード

イオン
スタイル

小麦本来の甘みを感じられる古代小麦「アイン 
コーン」を100％使用したパンがおすすめ。品種
改良や遺伝子組み換えをしていない小麦は、ル
チンほか各種ミネラル、食物繊維が豊富。マクロ
ビオティック商品（写真右）は葉山の老舗料亭「日
影茶屋」から誕生したもので、化学調味料・保存料・
合成着色料・香料・白砂糖不使用。健康的な食
の提案をしてくれる店主との会話も楽しんで。

砂糖不使用オーガニック古代小麦パン

Menu

⃝ アインコーンブレッド（各種） 486円
⃝ カムート小麦パン（各種） 486円
⃝  マクロビスープ 

（コーンスープ・ミネストローネ）
 388円

蘂044-951-0533 
川崎市麻生区万福寺1-16-4 
賚9時〜19時 
贊日曜、祝日（営業の場合もあるので要
確認）

ケルン 世田谷通り

新百
合ヶ
丘

JA

至町
田

アートセンター

区役所南

駅入口

一番の財産は だ健康
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横浜市健康福祉局では、歩数に応じてポイントが貯
まる「よこはまウォーキングポイント」事業を、民間事
業者と共同で実施。ポイントによって商品券や健康
グッズが当たる抽選に参加できる。
ウォーキングは、コロナ禍の状況でも3密を避けなが
ら手軽に取り組め、一人や少人数でも行える新しい
生活様式に適した運動。毎日の健康づくりに、ウォ
ーキングが楽しくなる「よこはまウォーキングポイン
ト」を活用しよう。

よこはまウォーキングポイント事業（YWP）事務局　　https://enjoy-walking.city.yokohama.lg.jp/walkingpoint/
蘂0570-080-130／045-681-4655　受付時間／ 9時30分～17時30分　贊土・日曜、祝日

よこはまウォーキングポイントで“お得に”健康づくり！

歩数に応じてポイントが貯まり、抽選で商品券や
健康グッズが当たる。

対　　象：18歳以上の横浜市在住・在勤・在学者
参加方法：歩数計かアプリで参加
歩数計で参加する場合は、専用歩数計をプレゼント
(1名1回。送料610円のみ負担)。ウォーキングポイン
トのリーダー設置店で歩数を送信すると、ポイントが
付与される。アプリで参加の場合は、「よこはまウォー
キングポイント」で検索し、ダウンロード(無料)。
※詳細はHPで確認を

Information

今号からスタートした「なにはともあれ健康」特集。
続く本ページも、もちろんキーワードは「健康」。

健やかな暮らしをトータルでサポートする商品やサービスで
生き生きとした毎日を。
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一軒家レストランで味わう厳選地場牛

Menu

⃝ ランチ限定 伊豆鹿のパスタセット
 2,380円
⃝ ランチ限定 伊豆野菜とあしたか牛
　 ステーキセット（要Web予約） 7,150円
⃝ 伊豆牛厳選コース 15,180円
⃝ 金井スペシャルコース 27,500円

内閣総理大臣賞受賞の遠州夢咲牛、超希少
ブランドの伊豆牛、富士山麓で育てられた
静岡県産あしたか牛のほか、自社農園栽培
の野菜や伊東港直送の新鮮な魚介など地産
地消にこだわったメニューが味わえる。木
目が美しいウッドリバーテーブルが配され
た空間で、記念日や特別な人との食事を楽
しみたい。ロールスロイスなどの無料送迎
が人気（伊東市内のみ、前日までに要予約）。

蘂0557-35-9105
静岡県伊東市十足614-143 
賚10時～15時/17時～21時 贊火曜 
https://irifuneinc.com

ステーキハウス金井 伊豆高原店
伊東

サクッとした食感と特注ゴマ油の豊潤な香
りをまとった大ぶりのエビ。食べ応え抜群
の天重は、同店伝統の名物だ。創業は明治
26年。相模湾の新鮮魚介を使った日本料理
の名店としても知られ、寿司や刺身、煮付
けなどの一品料理から定食まで多彩にそろ
う。建物は国の有形登録文化財に指定され、
趣ある佇まい。会食や宴会の席には、2階の
座敷で堪能できるコース料理（要予約）を。

明治から続く名店で、天重と新鮮魚介を

蘂0465-22-4128 
神奈川県小田原市本町2-1-30 賚11時～20時（L.O.） 
贊無休 猾あり　JR・小田急線小田原駅から徒歩8分
http://www.darumanet.com/

国指定登録有形文化財 のれんと味 
だるま料理店

小田原 Menu

⃝ すし 1,320円〜
⃝ 天丼（お椀・香の物付き） 1,870円〜
⃝ おさしみ・天ぷら定食 1,980円〜

気の向くままにふらり、

思いがけない楽しみに出合う

そんな旅に出かけませんか

小田原駅すぐ、ミナカ小田原内にある回転
寿司店。小田原漁港で毎朝一番に水揚げさ
れた四季折々、多彩な種類の鮮魚を職人の
厳しい目で吟味し、一貫一貫熟練した技で
握る寿司が魅力だ。全国各地の旬の魚も楽
しめる。回転寿司ならではのリーズナブル
な価格もうれしい。おすすめは、マグロ、
アジ、サーモンなどの北條五貫や本日の活
貝三貫。旬の味を堪能して。

小田原の新鮮なネタで握る寿司で一期一会を

蘂0465-46-6660 
神奈川県小田原市栄町１-1-15 ミナカ小田原3F 
賚11時～22時（L.O.21時30分） 贊ミナカ小田原休館日　
JR・小田急線小田原駅直結
https://www.kaitensusi-hojo.com/

回転寿司 北條
小田原 Menu

⃝ 本日の活貝三貫 850円
⃝ 北條五貫 850円
⃝ 本日の地魚三貫 430円
⃝ 特上三貫 850円
⃝ こぼれシラス軍艦 580円
⃝ マグロあら煮 360円

3D1/2　126×94mm
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蘂0120-10-7834 
川崎市麻生区王禅寺西3-7-15
賚7時〜17時 
http://www.furu-tatami.com

古林畳店 

Menu
⃝ 一般家庭用畳表（熊本産）
 8,580円
⃝ 高級畳表 10,450円

創業31年目の「古林畳店」。厳選した国産イ
草を使用した確かな技術が評判。畳替えの目
安は畳のくずが服に付く、へりのすりきれな
どの状態を見つけたときがベスト。ペットが
いる方には和紙畳がおすすめ。見積りも無料。

上質な畳で毎日の暮らしに癒しを

王禅寺
五差路

南百合丘小南

尻手
黒川
道路宮
前
平

2020年麻生区早野にオープンしたいちご農園
Slow Farm。都市近郊でいちご狩りが楽しめると
評判だ。甘さ、香り、みずみずしい完熟いちごは
格別な味わい。4/29㈷、ファーム横にパティスリー
Slow Sweetsがオープン。収穫したいちごは、す
ぐにキッチンに運ばれるので新鮮。農園パティス
リーだからできる、採れたて、焼きたてにこだわ
ったスイーツを堪能したい。

採れたていちごを使った贅沢なスイーツ

In format ion

⃝  3日かけて作るいちごのフィナンシェ
⃝ ショートケーキ
⃝  黒川卵のプリン

蘂044-322-9492 
川崎市麻生区早野246 
賚10時〜17時贊月曜 猾あり
https://www.slowfarm.jp/
slowsweets

Slow Sweets

早野

セブン
イレブン

下麻生

環状4号入口

柿生

蘂045-902-0335 
横浜市青葉区もみの木台6-8 
賚11時30分 〜14時/17時 〜20
時30分 贊木曜 猾あり 
http://www.ariyoshi.com/

懐石料理 有吉 

Menu

⃝ お祝い弁当 6,800円
⃝ 月替のおすすめ 5,500円

なだ万で修業を積んだ後、40年近く日本料理
一筋の板長が「医食同源」をポリシーに、旬の
食材を生かし、おいしさと健康面を両立させ
た美食を作り上げる。有吉の味を自宅で味わ
える懐石弁当は、お節句やお祝いにおすすめ。

名店が生み出す京懐石を自宅のもてなしに

神社前

黒
須
田
川

新百合ヶ丘▲ あ
ざ
み
野
蜷

もみの木台

上質なひとときを演出する

選りすぐりの名店をラインナップ。

いつもの暮らしをより豊かに

蘂045-530-5196 
横浜市青葉区美しが丘5-2-14 
たまセンター第2ビル1F 
賚10時〜18時30分 贊日曜、祝日
http://k-rionet.jp

たまプラーザ
リオン補聴器センター

Menu
⃝ プレミエンス（片耳）
 200,000円（非課税）

たまプラーザ駅徒歩5分にオー
プンしたリオン補聴器センタ
ー。認定補聴器技能者がアド
バイスフィッティングアフター
ケアを行う。補聴器は買って
付けるだけでは聞こえるように
はならない。対面にて聞こえ
に合わせて調整が必要。

1957年創業の補聴器専門店

たまプ
ラーザ
至渋谷

イトー
ヨーカドー

駅入口

美しが丘
東小前
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も
う
10
年
以
上
前
の
こ
と
に
な
る
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
女
優
と
話
す
機

会
が
あ
っ
た
。

     「
そ
の
首
飾
り
、
素
敵
で
す
ね
」

　

彼
女
は
一
瞬
き
ょ
と
ん
と
し
て
か

ら
笑
い
出
し
た
。

     「
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
こ
と
で
す
ね
」　

　

世
代
の
差
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
、
そ
の
名
も
『
首

飾
り
』
と
い
う
短
編
が
あ
る
。
マ
チ

ル
ド
は
美
人
だ
が
普
通
の
家
庭
に
生

ま
れ
た
。
持
参
金
が
払
え
な
い
か
ら
、

玉
の
輿
と
は
い
か
ず
、
公
教
育
省
の

小
役
人
と
結
婚
し
た
。
平
凡
な
生
活

が
い
た
た
ま
れ
な
い
マ
チ
ル
ド
の
た

め
に
、
夫
は
省
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
招

待
状
を
手
に
入
れ
た
。
と
こ
ろ
が
彼

女
に
は
、
ド
レ
ス
に
つ
け
る
宝
石
が

な
い
。

　

夫
の
入
れ
知
恵
で
、
彼
女
は
金
持

ち
の
友
人
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
首

飾
り
を
借
り
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
夜

は
大
成
功
だ
っ
た
が
、
家
に
戻
っ
た

と
こ
ろ
で
、
夫
妻
は
首
飾
り
の
紛
失

に
気
づ
く
。
八
方
手
を
尽
く
し
た
が

見
つ
か
ら
ず
、
似
た
商
品
を
買
っ
て

友
人
に
返
し
た
。
そ
の
借
金
を
返
済

す
る
の
に
、
夫
妻
は
馬
車
馬
の
よ
う

に
働
く
10
年
間
を
過
ご
し
た
。
よ
う

や
く
自
由
に
な
っ
た
マ
チ
ル
ド
は
、

散
歩
の
途
中
で
例
の
友
人
に
出
会
う
。

初
め
て
経
緯
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
友

人
は
仰
天
し
て
、
宝
石
が
偽
物
だ
っ

た
こ
と
を
明
か
す
。

　

話
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

読
者
は
マ
チ
ル
ド
の
そ
の
後
が
気
に

な
っ
て
仕
方
が
な
い
。
彼
女
は
無
駄

だ
っ
た
10
年
の
重
み
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
前
向
き
に
受

け
止
め
ら
れ
る
の
か
。
ほ
ぼ
同
時
代

の
夏
目
漱
石
は
、
オ
チ
が
残
酷
す
ぎ

る
と
、
こ
の
作
品
を
評
価
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
落
語
の
オ
チ
も
似
た
よ

う
な
も
の
だ
と
思
え
ば
、
人
情
噺
に

近
い
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
『
首
飾
り
』
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
が
、

宝
石
に
関
わ
る
と
似
た
よ
う
な
体
験

は
避
け
が
た
い
。
新
刊
の
小
説
（『
老

婦
人
マ
リ
ア
ン
ヌ
鈴
木
の
部
屋
』
朝

日
新
聞
出
版
）
の
ネ
タ
に
も
し
た
が
、

私
は
還
暦
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
光
る

石
を
集
め
る
趣
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
鉱
石
で
も
良
い
の
だ
が
、

近
所
の
商
店
街
で
手
軽
な
宝
石
を

漁
っ
た
り
も
す
る
。
あ
る
時
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。

大
小
３
つ
の
オ
パ
ー
ル
が
ひ
と
つ
の

指
輪
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
し
ば
ら

く
眺
め
て
い
た
ら
店
の
人
に
声
を
か

け
ら
れ
、
気
が
つ
く
と
カ
ー
ド
を
切
っ

て
い
た
。

　

定
価
の
半
額
と
い
う
の
も
魅
力

だ
っ
た
。
の
ち
に
宝
石
の
本
で
知
る

の
だ
が
、
値
打
ち
品
を
う
た
う
店
は
、

そ
れ
だ
け
で
注
意
し
た
ほ
う
が
良
い
。

さ
ら
に
宝
石
関
係
の
雑
誌
の
オ
パ
ー

ル
特
集
号
で
、
衝
撃
の
事
実
が
判
明

す
る
。
石
を
丸
々
使
っ
た
場
合
は
、

指
輪
の
裏
か
ら
石
が
見
え
る
作
り
に

な
っ
て
い
る
。
裏
が
ふ
さ
が
っ
て
い

る
と
、「
ダ
ブ
レ
ッ
ト
」
や
「
ト
リ
プ

レ
ッ
ト
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
紙
の

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。最新刊は、『老婦人マリアン
ヌ鈴木の部屋』（朝日新聞出版）。

悩
ま
し
き
宝
石
物
語

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

よ
う
に
薄
く
切
断
し
た
石
に
ガ
ラ
ス

な
ど
を
載
せ
て
、
か
さ
増
し
を
し
て

い
る
の
だ
。

　

問
題
の
指
輪
は
、
大
き
な
石
の
裏

は
開
い
て
い
る
。
小
さ
な
２
つ
は
ふ

さ
が
っ
て
い
る
。
石
が
小
さ
過
ぎ
て
、

裏
を
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
さ
も
な
く
ば
、
か
さ
増
し

で
あ
る
。
悩
ま
し
い
の
で
、
宝
石
フ
ェ

ア
が
あ
る
と
そ
の
指
輪
を
着
用
し
、

プ
ロ
の
意
見
を
聞
い
て
み
た
。
意
見

は
分
か
れ
た
。
最
終
的
に
納
得
し
た

一
言
が
あ
る
。

     「
剥
が
さ
な
い
と
、
ち
ょ
っ
と
分
か

り
ま
せ
ん
ね
」

　

専
門
の
鑑
定
機
関
に
頼
む
と
い
う

手
も
あ
る
。
し
か
し
結
果
に
よ
っ
て

は
、
マ
チ
ル
ド
と
同
様
に
ズ
ッ
コ
ケ

か
ね
な
い
。
知
ら
ぬ
が
仏
、
と
指
輪

を
愛
用
し
て
今
に
至
る
。
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荻
野
ア
ン
ナ

　

平
安
末
期
、
洪
水
・
飢
饉
・
悪
疫

が
蔓
延
し
た
。
こ
の
と
き
関
白
藤
原

忠
通
が
勅
許
を
得
て
始
め
た
の
が
、

春
日
大
社
本
殿
の
下
手
に
佇
む
若
宮

社
の
お
ん
祭
で
あ
る
。
十
二
月
十
七

日
の
お
ん
祭
当
日
は
、
午
前
零
時
か

ら
す
べ
て
の
灯
火
が
消
さ
れ
た
境
内

を
「
お
旅
所
」
へ
遷
幸
が
行
わ
れ
、

童
子
に
よ
る
東

あ
ず
ま
あ
そ
び遊
の
舞
や
猿
楽
な
ど

が
奉
納
さ
れ
る
。
事
の
性
格
上
、
表

ざ
た
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
祭
の

目
的
を
巡
っ
て
神
社
側
と
少
な
か
ら

ぬ
研
究
者
と
の
間
で
大
き
な
見
解
の

相
違
が
あ
る
。
お
ん
祭
は
、
祟
り
神

を
鎮
め
る
御
霊
祭
か
、
否
か
。

　

神
社
側
は
御
霊
祭
で
あ
る
こ
と
を

否
定
し
、「
若
宮
様
は
藤
原
氏
の
御
子

神
で
あ
り
、
若
々
し
い
力
で
災
難
を
鎮

め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
」
と

言
う
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
、
な
ぜ
藤
原

忠
通
が
こ
の
祭
に
向
か
う
途
中
、
急
に

病
に
な
っ
た
の
か
説
明
が
つ
か
な
い
。

　

一
方
、
山
折
哲
雄
氏
を
は
じ
め
研

究
者
は
、
若
宮
が
藤
原
氏
の
御
子
神

だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
藤
原
氏
以

前
に
本
地
域
を
支
配
し
た
、
天
皇
家

に
多
く
の
后
妃
を
出
し
た
ワ
ニ
系
春

日
氏
の
地
主
神
と
理
解
す
る
。
そ
し

まつもと つかさ

1950年、高知県生まれ。風
景写真家、歴史地理学者。
元町田市立博物館副館長。
著書に、写真詩集『天上を
翔る川 大雪山・石狩川幻の
源流』、『風水ウォーキング・
古代遺跡謎解きの旅』など。

春
日
若
宮
お
ん
祭
の
謎
（
二
）

　
　
　
―
春
日
赤
童
子
の
こ
と

6

て
地
主
神
が
新
来
の
藤
原
氏
の
氏
神

の
傘
下
に
入
っ
た
背
景
に
不
穏
な
影

を
見
る
。
例
え
ば
、
万
葉
集
研
究
の

新
た
な
地
平
を
拓
い
た
、
上
野
誠
奈

良
大
学
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
〈
春
日
若
宮
の
お
ん
祭
〉の〈
お
旅

所
〉は
黒
木
造
り
で
あ
る
。
日
常
に
使

用
さ
れ
る
建
造
物
に
お
い
て
、
黒
木
・

荒
木
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
の
で
、
初
め
て
お
ん
祭
の
お
旅
所

を
見
た
時
、
筆
者
は
こ
れ
を
異
様
に

感
じ
た
。（『
古
代
日
本
の
文
芸
空
間

―
万
葉
挽
歌
と
葬
送
儀
礼
』）

　

上
野
先
生
は
、
埋
葬
を
行
う
ま
で

の
間
、
遺
体
を
安
置
す
る
殯

も
が
り
の
み
や宮
で
典

型
的
に
使
わ
れ
る
無
加
工
の
黒
木
・
荒

木
が
、
お
ん
祭
の
お
旅
所
に
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
持
っ
た
。

そ
の
鋭
い
眼
光
の
先
に
は
、
殯
宮
で
行

わ
れ
る
死
者
の
鎮
魂
儀
礼
と
、
お
旅

所
祭
の
祭
儀
が
二
重
写
し
に
な
っ
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

お
ん
祭
が
御
霊
祭
だ
と
す
る
と
、

い
か
な
る
歴
史
的
事
件
に
対
応
す
る
、

誰
の
怨
霊
を
鎮
め
る
祭
な
の
か
。
し

か
し
、
大
社
側
は
そ
れ
に
触
れ
た
が

ら
な
い
。「
若
宮
の
御
祭
神
名
は
古
来

神
秘
と
さ
れ
、
若
宮
神
主
家
一
子
相

伝
の
秘
事
で
あ
る
」
と
言
う
。
我
が

子
の
一
人
だ
け
に
口
伝
す
る
奥
義
な

の
だ
か
ら
『
記
紀
』
な
ど
の
史
料
に

は
記
載
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
文
献
史
学
者
の
追
及
は
ス
ト
ッ
プ

す
る
。

　

し
か
し
、
私
の
よ
う
に
伝
承
資
料

を
重
視
す
る
歴
史
民
俗
地
理
学
＝
風

土
歴
史
学
の
立
場
を
と
る
者
に
は
、

若
宮
の
荒
魂
と
も
御
子
神
と
も
さ
れ

る
、
興
福
寺
な
ど
で
祭
ら
れ
る
憤
怒

の
春
日
赤
童
子
の
こ
と
が
気
に
な
る
。

こ
の
真
赤
な
童
子
は
何
者
な
の
か
。

　

思
考
が
行
き
詰
っ
た
と
き
、
私
は

自
ら
の
人
生
の
喜
び
・
悲
し
み
を
携

え
て
故
郷
・
土
佐
の
方
言
世
界
に
帰

る
。
古
語
を
多
く
残
し
た
土
佐
の
言

葉
は
、
私
を
意
識
と
無
意
識
の
は
ざ

ま
に
た
ゆ
た
う
古
代
世
界
の
渚
ま
で

誘
う
か
ら
だ
。
土
佐
で
は
水
の
こ
と

を
ア
カ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

不
思
議
な
神
の
力
を
授
か
る
こ
と
を

「
ア
カ
る
」
と
い
う
。
生
れ
た
ば
か
り

の
赤
ん
坊
を
流
れ
る
血
＝
赤
い
水
に
、

水
の
神
霊
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
う
考
え
た
と
き
、
私
は
亡
く
な
っ

た
子
の
、
は
か
な
い
姿
を
思
い
出
す
。

磯
の
満
潮
の
よ
う
に
込
み
上
げ
る
悲

し
み
の
中
で
、
ふ
と
考
え
る
。
ワ
ニ

系
春
日
氏
出
身
の
后
妃
か
ら
生
れ
た

王
子
は
、
王
女
に
比
べ
て
妙
に
少
な

い
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

松
本 

司

春日赤童子（興福寺所蔵）
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「
た
ま
に
は
気
晴
ら
し
を
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ば
を
少

し
で
も
離
れ
る
と
、
と
て
も
寂
し
そ
う

な
顔
を
し
て
、私
を
探
そ
う
と
し
ま
す
。

そ
ん
な
母
を
置
い
て
遊
び
に
出
て
も
、

ち
っ
と
も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」―
。

　

熱
心
に
介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

か
ら
、
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
特
に
、
他

の
家
族
と
の
協
力
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
場
合
や
、
認
知
症
の
介
護
を
始
め

た
こ
ろ
な
ど
に
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
と

い
え
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
の
介
護
は
大
変
で
す
。

「
私
が
や
ら
な
く
ち
ゃ
」と
い
っ
た
使
命

感
や「
大
切
な
家
族
な
の
だ
か
ら
、
き

ち
ん
と
介
護
を
し
て
あ
げ
た
い
」と
い

っ
た
思
い
が
あ
っ
て
こ
そ
、
続
け
ら
れ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
必
要

以
上
に
責
任
感
を
覚
え
て
肩
に
力
が
入

っ
て
し
ま
う
と
、
消
耗
し
切
っ
て
倒
れ

て
し
ま
っ
た
り
、「
こ
れ
以
上
、
自
宅

で
の
介
護
は
無
理
」と
感
じ
る
状
況
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う

と
、
介
護
す
る
側
に
も
さ
れ
る
側
に
も

悪
い
結
果
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

上
手
な
介
護
の
た
め
に
は
、
気
負
わ

ず
、
他
人
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ど
ん

ど
ん
任
せ
て
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
近
年
で
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
制
度

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
社
会
の
理
解
と
援
助
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
認
知
症
の
家
族
が
い
る
こ
と
を
オ

ー
プ
ン
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。

　

徘
徊
が
始
ま
っ
た
と
き
、「
迷
子
に

な
っ
て
は
大
変
だ
」と
心
配
し
て
、
24

時
間
、
緊
張
し
て
監
視
を
続
け
る
よ
り

も
、
徘
徊
ネ
ー
ム
を
付
け
て
お
き
、
誰

か
が
見
つ
け
て
連
絡
を
く
れ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
た
方
が
楽
に
な
れ
ま
す
。
近
所

の
方
が
知
っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
、
一
緒

に
見
守
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
認
知

症
は
、
き
わ
め
て
社
会
的
な
問
題
で
あ

り
、
社
会
の
理
解
と
援
助
を
得
な
け
れ

ば
、
介
護
を
続
け
る
の
が
困
難
と
な
る

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
社
会
的
な
理
解
が
ま
だ

不
十
分
な
現
在
に
お
い
て
は
、
躊
躇
す

る
介
護
者
の
方
も
ま
だ
ま
だ
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
認
知
症
の
家

族
が
い
る
こ
と
を
近
所
の
人
に
知
ら
れ

た
く
な
い
と
い
っ
た
気
持
ち
を
持
つ
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。「
家
の

恥
を
さ
ら
し
た
く
な
い
」「
あ
ん
な
に
し

っ
か
り
し
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
認

知
症
だ
と
知
ら
れ
る
と
か
わ
い
そ
う
」

な
ど
、
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

し
か
し
、
近
所
に
知
ら
れ
ま
い
と
す

る
と
、
せ
っ
か
く
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
が
使
い
に
く
く
な
り
ま
す
し
、

何
よ
り
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
は
気
持

ち
の
上
で
も
苦
し
い
こ
と
で
す
。
皆
が

自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
、
認
知
症
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま
ず

は
、
家
族
の
会
な
ど
に
出
て
、
何
で
も

話
す
こ
と
が
で
き
る
場
や
、
仲
間
を
見

つ
け
て
心
を
開
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
近
所
の
人
た
ち
に

も
知
っ
て
も
ら
い
、
気
軽
に
頼
み
合
え

る
よ
う
な
つ
な
が
り
が
持
て
る
よ
う
に

働
き
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
で
悩
む
こ
と
は
、
介
護
者
自
身

に
と
っ
て
も
、
ま
た
認
知
症
の
人
に
と

っ
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
し
、
混
乱
を

深
め
る
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
気
負
わ
ず
、
心
を
開
い
て
、
仲
間

を
作
る

―
。
そ
れ
が
介
護
を
長
く
続

け
る
コ
ツ
な
の
で
す
。

認
知
症
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う

1947年愛知県生まれ。1973年東京大学医学部卒業。東京大学医学
部附属病院で内科研修後、患者・家族とともにつくる地域医療に取
り組もうと考え、1975年川崎幸病院に勤務。以来、内科の診療と在
宅医療に取り組む。1987年川崎幸病院副院長に就任。98年に川崎
幸病院の外来部門として川崎幸クリニックが設立、同院院長に就任。
81年から公益社団法人認知症の人と家族の会（旧：呆け老人をかか
える家族の会）の活動に参加。全国本部の副代表理事、神奈川県支
部代表。公益社団法人日本認知症グループホーム協会顧問、公益財
団法人さわやか福祉財団評議員ほか。認知症に関する著書も多数。

神奈川県・川崎幸クリニック院長
公益社団法人認知症の人と家族の会
副代表理事
杉山 孝博 先生

第
7
回

介
護
は
気
負
わ
ず
開
け
る
が
勝
ち

第1条 	 知は力なり、よく知ろう
第2条 	 割り切り上手は、介護上手
第3条 	 演技を楽しもう
第 4条 	 	過去にこだわらないで現在を認めよう
第5条 	 気負いは、負け
第6条 	 囲うより開けるが勝ち

第7条 	 仲間をみつけて、心軽く
第8条 	 ほっと一息、気は軽く
第9条 	 借りる手は、多いほど楽
第10条	 ペースは合わせるもの
第11条	 相手の立場でものを考えよう
第12条	 自分の健康管理にも気をつけて

上手な介護の12カ条
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応募方法

【 宛先 】
● ハガキ
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F　
ミスモ編集部「ミスモリッシュ 初夏号プレゼント」係
● FAＸ   044-959-3751  ● Eメール  riche@mismonet.com

【 締切 】　2021年5月21日（金）（消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ミスモリッシュの読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および個
人を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛企業等から直送する場合、必要
な情報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。
※プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。お一人で2点以上
応募の場合は、それぞれ別々に応募してください。

ハガキ・FAX・Eメールのいずれかを利用して・アンケートの回答・希望賞品・
住所・氏名・年齢・職業（学年）・電話番号・Eメールアドレスを明記して、
下記までご応募ください。

【 アンケート 】
❶  今号で面白かった記事や関心を持った広告を4つあげてください。
❷  今後取り上げてほしいテーマがありましたら教えてください。
 ❸  本号に対するご意見、ご感想を教えてください。
 ❹  コロナ禍が終息したら行ってみたいところややってみたいことを教え

てください。
❺  コロナ禍で新しい趣味・趣向の変化はありましたか。

箱根・塔ノ沢の歴史ある名宿

歴史に名を残す文化人や政治家が定宿と
した、大正8年以来の貴重な高楼建築。
箱根の山の幸、相模湾の海の幸をふんだ
んに用いた懐石風料理で旅の疲れを癒し
て。箱根湯本駅からバス3分。

蘂0460-85-5511 
https://www.kansuiro.co.jp/

元湯 環翠楼

平日宿泊券
（1泊2食付 部屋食）A

2名
様

1組

28種類のスパイスと
佐賀牛の焼きカレー

特A評価の佐賀県産米「さがびより」と28
種類のスパイス、佐賀牛を煮込んだルー
に、チーズを乗せて焼き上げた焼きカレー。
オリジナル有田焼の器もリユース可能。
第7回JR九州駅弁グランプリ受賞品。

蘂0955-25-9980 
https://aritayakicurry.com

有田テラス

有田焼カレー（大）
2個セット（4,320円相当）C

2名
様

環境に優しい自然栽培の
こだわり旬野菜

青山ファーマーズマーケットをメイン
に、湘南、鎌倉などの地場野菜や、果物
を全国から集めて販売する店。環境に優
しい自然栽培やこだわりの土壌で育った
旬野菜からは、日本の四季が感じられる。

蘂045-299-2396 
https://m-natural-garden.stores.jp/about

三井ナチュラルガーデン

こだわり野菜とトマト
ジュースセット（4,800円相当）D

5名
様

※写真はイメージ
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「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」と
い
う
駅
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
あ
ろ
う
か
？
ま
る
で
お
と
ぎ
話
の
世
界
に

出
て
く
る
よ
う
な
駅
名
だ
が
、
栃
木
県
の
壬
生
町

を
走
る
東
武
宇
都
宮
線
に
実
際
に
あ
る
小
さ
な
駅

で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
駅
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
は
る
か

昔
の
小
学
生
の
頃
だ
っ
た
。
子
ど
も
な
ら
誰
し
も

そ
う
で
あ
る
と
思
う
が
、
当
時
の
幼
い
私
は
、
お

も
ち
ゃ
が
あ
ふ
れ
る
夢
の
よ
う
な
町
を
想
像
し
、

「
い
つ
か
行
っ
て
み
た
い
！
」と
切
に
願
っ
た
も
の

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
駅
に
行
く
夢
は
、
な
か
な
か
叶

わ
ず
、
月
日
は
流
れ
た
。
そ
し
て
、
な
ん
と
半
世

紀
近
く
も
経
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
そ
の
夢
が
叶

い
、
初
訪
問
が
実
現
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
駅
名
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
と
、

１
９
６
０
年
代
に
こ
の
町
に
ト
ミ
ー（
現・
タ
カ
ラ

ト
ミ
ー
）を
始
め
、
玩
具
工
場
が
相
次
い
で
誘
致
さ

れ
た
た
め
に
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
お
も
ち
ゃ
を
作
る
工
場
が
た
く
さ
ん
あ

る
町
と
い
う
訳
だ
。
し
た
が
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
が

あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
子
供
の
頃
の
幻
想
は
、
あ

な
が
ち
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
工

場
や
倉
庫
の
中
で
の
こ
と
で
、
駅
を
降
り
て
み
て

も
、
駅
周
辺
に
は
お
も
ち
ゃ
屋
す
ら
見
当
た
ら
な

い
静
か
な
町
と
い
う
の
が
実
態
だ
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
駅
前
を
歩
く
と「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
整
体
院
」、

「
テ
ッ
ト
マ
ー
ト
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
店
」、「
足
利
銀

行
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
支
店
」な
ど
の
看
板
が
目
に
入

り
、
思
わ
ず
に
や
け
て
し
ま
っ
た
。

　

近
年
は
不
況
の
あ
お
り
で
、
お
も
ち
ゃ
の
工
場

も
減
っ
て
し
ま
い
、「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」の
面
目

も
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、そ
の
せ
い
も
あ
る
の
か
、

駅
前
に
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
店
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
こ

の
町
で
大
量
の
お
も
ち
ゃ
が
生
産
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
中
、
い

や
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
夢
を
与

え
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
く
い
う
私
も
、
幼

い
頃
に
こ
の
町
で
作
ら
れ
た
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ

に
違
い
な
い
。

　

私
は
な
ん
だ
か
急
に
お
も
ち
ゃ
屋
に
行
っ
て
み

た
く
な
っ
て
、
近
く
に
店
が
な
い
か
探
し
て
み
た

が
、
残
念
な
が
ら
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
確
か
に
、
こ
の
町
に
限
ら
ず
、
昔
は
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
町
の
お
も
ち
ゃ
屋
は
、
す
っ
か
り
見

か
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
、
お
も
ち
ゃ
屋
の
狭
い
店
内
の
棚
に
は
、

極
彩
色
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
も
ち
ゃ
た
ち
が
ぎ
っ
し

り
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
光
景
に
幼
い
自
分

は
、
ど
れ
ほ
ど
胸
を
躍
ら
せ
、
夢
を
膨
ら
ま
せ
た

で
あ
ろ
う
か
。
目
を
閉
じ
る
と
、
当
時
の
光
景
や

心
情
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
と
同
時
に
、
子
ど
も
の
頃
に
通
っ
て
い
た
わ

が
町
の
お
も
ち
ゃ
屋
こ
そ
が
、『
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
』

で
あ
り
、『
夢
の
ま
ち
』、そ
し
て
、『
夢
の
世
界
』だ
っ

た
の
だ
と
気
付
い
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
寂
れ
た

町
を
歩
い
て
い
た
ら
、
銀
行
の
壁
面
に
鮮
や
か
に

描
か
れ
た
イ
マ
ド
キ
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ

う
な
イ
ラ
ス
ト
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
調
べ

て
み
た
ら
、
近
年
、
町
お
こ
し
の
一
環
で
、「
壬
生

ゆ
う
ゆ
」や「
壬
生
え
み
こ
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
、
バ
ス
や
銀
行
の
壁
面
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
絵
を
描
い
て
、
町
の
活
性
化
に
励
ん

で
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

私
は
思
わ
ず
、「
が
ん
ば
れ
！
お
も
ち
ゃ
の
ま

ち
！
」と
、
心
の
中
で
叫
ん
で
い
た
。

夢
の
町
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

彩りよく盛られた五感で楽しむ
日本料理

料理人が一つひとつ丁寧に時間をかけ調
理した、和牛網焼きや握り寿司、天ぷら
が一度に楽しめる三の膳形式「横浜味楽
膳」。地上約130ｍ、40階からの眺望とと
もに楽しめる。営業時間は問い合わせを。

蘂045-471-1115（電話予約） 
https://www.princehotels.co.jp/shinyokohama/
restaurant/hagoromo/

新横浜プリンスホテル　日本料理 羽衣

お食事券
（「横浜味楽膳」 5,500円）B

2名
様

1組

※写真はイメージ



東急株式会社 住まいと暮らしのコンシェルジュ たまプラーザ店 
蘂045-903-0109 横浜市青葉区美しが丘2-17-5 ROOF125 1F 
賚10時～19時 贊無休 猾あり　https://www.tokyu-sumaitokurashi.com/store/tamaplaza/

住まいの相談ならここへ
東急田園都市線沿線を中心にマイホーム
の購入、売却、リフォーム、注文住宅など
から暮らしのサポートまで幅広く相談で
きる。経験豊富なコンシェルジュが対応。
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役立つ情報いろいろ RICHE Square

箱根町のふるさと納税
サービス

日本屈指の温泉地・箱根のふるさと納
税の謝礼品は、名産品はもちろん、箱
根の旅館やホテルで利用できる宿泊
補助券が選べる。箱根のまちづくりを
応援しながら、お得に旅を楽しんで。
箱根町 総務部財務課 
蘂0460-85-9563 
https://www.town.hakone.kanagawa.jp

ゴルフ用品が幅広くそろう
ショップ

JR新宿駅に隣接する10階建てビル。
初心者から上級者までのゴルフ用品
がそろう。キャロウェイ、タイトリス
トなど人気ブランドのショップも併
設。レディース専用フロアも充実。
V
ヴ ィ ク ト リ ア

ictoria G
ゴ ル フ

olf 新宿店 
蘂03-3352-5281 
東京都新宿区新宿4-1-10 
賚11時～20時 贊無休 猾あり　https://store.
victoriagolf.supersports.com/22016

アルテ・ウァン展を開催
イベント

鈴葊かまぼこの里「千世倭樓」にて有
田焼・深川製磁のお椀「アルテ・ウァ
ン」の展示販売を5/20㈭まで開催。古
典柄やモダンな柄が施された透白磁
は、暮らしにも取り入れやすい。
鈴葊かまぼこの里　
お食事処 千世倭樓（ちょうわろう）

蘂0465-24-3456（受付時間 9時～17時） 
神奈川県小田原市風祭50 
https://www.kamaboko.com

JAL国内線でPCR検査
レジャー

日本航空では、JALマイレージバンク
日本地区会員に向けてPCR検査サー
ビスを提供。搭乗7日前までに申し込
むと、PCR検査が特別価格2,000円、
または2,500マイルで受けられる。
日本航空
申し込み／～6/23㈬　搭乗期間／～6/30㈬
※検体返送時の送料別
https://www.jal.co.jp/pcr/

飲茶アフタヌーンティー
グルメ

ホテル最上階の景色を眺めながら、
飲茶アフタヌーンティーを。点心や
自慢のマンゴープリンなど14種が楽
しめる。中国茶付き5,000円。120分
制（13時30分〜、14時〜）。
ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル
中国料理 驊騮（カリュウ） 
蘂045-223-2267（レストラン予約10時～18時） 
横浜市西区みなとみらい1-1-1 31F 
賚6/30㈬までの平日（前日18時までに要予約）

森のグラン・オーベルジュ
レジャー

「THE HIRAMATSU 軽井沢 御代田」
が3月に開業。全室で大塩温泉の湯を
楽しめる。雄大な自然と料理のマリ
アージュが堪能できるニューノーマ
ル時代の新たな旅を。
THE HIRAMATSU 軽井沢 御代田
蘂0267-31-5680 
長野県北佐久郡御代田町大字塩野375-723
https://www.hiramatsuhotels.com/miyota/

ワンショットで360°を撮影
商品

ワンショットで360°の静止画や動画
が 撮 影 で き る「RICOH THETA Z1 
51GB」が4月下旬に新発売。保存可能
容量が51GBへ大幅アップ、手ぶれ補
正機能で、滑らかな撮影が可能に。
リコーイメージング 
蘂0570-001313（お客様相談センター） 
賚10時～17時 贊日曜
http://www.ricoh-imaging.co.jp

多彩な料理をテラス席で
グルメ

爽やかな風が心地よい、この季節にぴっ
たりなテラス席が軒を連ねる「レスト
ランズパーク」。各店自慢のメニューの
数々を、景色とともにおいしく、ちょっ
とぜいたくに楽しんでは。
タカシマヤ タイムズスクエア レストランズ パーク

蘂03-5361-1111 
東京都渋谷区千駄ヶ谷5-24-2 タカシマヤ タイムズ
スクエア 本館12～14F 
https://www.restaurants-park.jp/

＠mismo_magazine ＠mismo_hakone_magazine

随時更新中！

誌面では紹介できなかった、取材時のエピソードや裏話などを随時更新しています！

公式
ミスモ箱根
大人のリゾート「箱根」の温泉やグルメ・美術館など
役立つ情報が満載のフリーマガジン

ミスモ
新百合ヶ丘やたまプラーザ周辺の情報を発信！
ミスモリッシュの情報もこちらから



本誌掲載の情報は2021年4月6日現在のものです。料金は消費税法の改正などにより、変更される場合がございますので、店舗に確認の上、ご利用ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、本紙掲載の広告、イベント情報および記事の内容に変更が生じる可能性があります。詳しくはそれぞれの店舗等のホームページや電話などで、ご確認ください。
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